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研究成果の概要（和文）：本研究は、食品衛生上問題となりうる海獣寄生虫の分類学的混乱を解消することを目
的として、特に手付かずであった種を対象に成虫の形態および分子系統を精査し、将来的なリスク評価に資する
分類学的基盤の構築に取り組んだ。課題遂行によって、鰭脚類寄生性の消化管内寄生虫の種組成および沿岸性の
小型鯨類における宿主－寄生虫関係の一端が明らかとなり、国内における分野停滞の解消に貢献した。

研究成果の概要（英文）：With the aim of resolving the taxonomic confusion of marine mammal parasites
 involving food safety problems, this study was undertaken to establish a taxonomic basis for future
 risk assessment by examining morphological and molecular profiles of adult specimens, especially 
for untouched species. Execution of this project has revealed the species composition of 
gastrointestinal parasites of pinnipeds and some aspects of host-parasite relationships in small 
coastal cetaceans, resulted in contributing to progress the stagnation in the field in Japan.

研究分野：水族寄生虫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本は野生動物由来の人獣共通寄生虫症が未だ課題とされる地域であり、水産分野においては、特に寿司や刺身
などの生食を好む国民性のため、日常的に感染と隣り合わせのリスクを抱えている。こうした寄生虫症と人間活
動との落とし所を探り、消費を縮小させることなくうまく付き合っていくためには、寄生虫の種を正しく認識
し、安全性向上に資する生態情報の蓄積が必要である。本研究の成果は、安全安心に向けた定量的研究を加速さ
せるうえで必須となる効率的かつ正確な種同定の基盤を提供するものであり、医療現場や検査機関等における誤
同定防止の技術シーズ開発や問題発生時の迅速な情報発信に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本は野生動物由来の人獣共通寄生虫症が未だ課題とされる地域である。海域ではアニサキ
ス症の年間感染数が推定 7 千件にのぼり(杉山ら 2013)、陸域ではエキノコックス症や各種原虫
症が問題視され続けている。こうした「病気となる寄生虫」 に対し、予防や治療法の確立に関
心が向けられ、食の安全安心を含めた公衆衛生への努力がなされてきた。 
 水産分野においては、特に寿司や刺身などの生食を好む国民性のため、日常的に寄生虫感染と
隣り合わせのリスクを抱えている。よく知られているアニサキス症や条虫症に加え、近年の食品
衛生問題として 2008年に突如として生じたクドア症による食中毒被害が記憶に新しい(Kawai et 
al. 2012)。水産物を「食べる」うえで、こうした寄生虫症は切り離すことのできない問題である。
寄生虫症と人間活動との落とし所を探り、消費を縮小させることなくうまく付き合っていくた
めには、ハイリス クな種を正しく認識し、安全性向上に資する生態情報を蓄積していく必要が
ある。 
 食品衛生上問題となる海産寄生虫の多くは、海棲哺乳類を終宿主として利用する。これらの寄
生虫は一般に食物連鎖を介して感染する複雑な生活史を有し、ヒトへの感染は、終宿主が本来エ
サとして利用する魚介類を生食することによって生じる。したがってこれまでの研究は主に「海
産魚から人への直接的関係」 に焦点をあてて進められてきたが、感染魚に見られる虫体は幼虫
であるため、一部の分類群を除き「種レベル」の同定はたとえ専門家でも困難を極める。 
 これを解消するためにはまず成虫の形態および遺伝情報を明確にする必要がある。寄生虫の
分類学的地位は成虫に基づいて定義されるため、これを確立せずして幼虫を同定することは不
可能である。しかし、野外の海棲哺乳類から虫体サンプルを得る機会が限られていることや、形
態分類を得意とする後継者不足のため、わずかな報告を除き成虫側の研究は驚くほど進展して
いない(倉持 1999参照)。 
Kawai et al. (2012) Clin Infect Dis 54: 1046–1052, 杉山ら (2013) Clin Parasitol 24: 44–46, 倉持 (1999) 
日本における寄生虫学の研究 6: 121–128 
 
２．研究の目的 
 成虫に基づく形態や遺伝情報がなければ、魚介類に見られる幼虫を sp.や spp. として不明種扱
いをせざるをえない状況が続く。これではどの寄生虫種がどのような感染環を有し、どの魚種お
よび条件下における生食に注意すべきであるのか厳密に評価を下すことはできない。種同定の
効率化を図り、食の安全安心に向けた定量的研究を加速させるためには、自然史情報を含めた成
虫の記載分類を確固たるものとすることが求められる。 
 そこで本研究では、食品衛生上問題となりうる海獣寄生虫の分類学的混乱を解消することを
目的として、特に手付かずであった種を対象に成虫の形態および分子系統を精査し、将来的なリ
スク評価に資する分類学的基盤の構築に取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、食品衛生的リスクを孕んでいるにも関わらずこれまで分類学的混乱と情報不足
が解消されてこなかった海獣寄生虫を対象に標本を収集した。具体的には、1)駆除・混獲によっ
て得られた宿主から虫体を採集し、形態観察用の標本作成および一部個体から DNA抽出すると
ともに、2)博物館および研究機関所有のプレパラート標本および液浸標本の活用を試みた。さら
にこれらに基づいて、簡便な検索表の作成およびミトコンドリア Cox1・核 28S等を対象とした
DNAバーコーディングを実施した。 
 
４．研究成果 
 初年度は、海棲哺乳類研究者のサポートのもと、日本沿岸に定着・来遊する鰭脚類(トド・キ
タオットセイ・ゼニガタアザラシ・ゴマフアザラシ・クラカケアザラシ・アゴヒゲアザラシ・ワ
モンアザラシ)の消化管内寄生虫を可能な限り収集することに努めた。その結果、以降の基盤作
りに十分なサンプル入手が実現した。なお、一連の研究活動に伴う副次的成果として、根室海峡
にて混獲されたネズミイルカ科 2種(ネズミイルカ、イシイルカ)の腸内寄生虫相および寄生レベ
ルを比較した研究成果を国際誌に公表した。また、形態的種判別が有効であることをすでに確認
している鉤頭虫類に関しては、特にトドを対象に寄生レベルの定量化を進めることができた。調
査の結果、北海道沿岸に来遊するトド個体には Corynosoma 属 3種(C. villosum, C. strumosum, C. 
semerme)が寄生しており、中でも C. villosumが最も優占的(全個体の 98%)であることが明らかと
なった。 
 次年度は、初年度に集めた寄生虫サンプルを対象に、形態学的および分子生物学的精査を順次
実施した。標本収集については、初年度の段階で十分量が確保されたため、作業の全てを種判別
に費やすこととなった。これらの中でも、ネズミイルカ・イシイルカ・クラカケアザラシ・ゴマ
フアザラシ・ゼニガタアザラシ・キタオットセイから得られたアニサキス科線虫の分子生物学的
同定が進展し、例えば、ネズミイルカに Anisakis simplex s.s.が寄生することを東太平洋域で初め
て特定し、国際誌に報告するに至った。これに加え、北海道周辺にみられる鰭脚類寄生性のアニ



サキス科線虫の種組成も同時に明らかにすることができた。 
 初年度および次年度の活動は重要度の高い主要な寄生虫分類群に狙いを絞ったものであった
ため、最終年度は、それ以外に得られたマイナーな分類群についても標本を精査し、形態学的種
同定と DNAバーコード化を進めた。例えば、北日本において座礁および混獲が頻繁に見られる
ネズミイルカから得られた条虫標本が、これまで西日本を中心に人体感染が報告されてきた
Diphyllobothrium stemmacephalumに該当することを明らかにし、日本周辺における分布北上の可
能性や感染リスクの見直しに関する内容を国際誌にて発表するに至った。 これに加え、北海道
周辺にみられる同種宿主の肺と翼状洞に寄生する線虫が、それぞれ西太平洋では未記録の
Torynurus属および Stenurus属の既知種に該当することを明らかにした。 
 本研究を通じて得られた成果の多くは、英語論文として取りまとめている最中であり、今後も
国際誌への成果報告を目指す予定である。 
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